
建築と社会開園l一一巻俳
〈今月の表紙〉東出清 彦

さざれ石。(岐阜県春日村)

創刊75周年のこの l年、表

紙は「石」をテー?としてき

た。 「石の上にも75年Jのト

リは、さ t(れ石。

伊吹山のふもとの石灰石

が、長い年月の問に雨水で

溶解され、それから生じた

粘着力の強い草L状液が、小
石を凝結して、ついに巨岩

(厳)となった。平安時代、蔵

原朝臣石位左衛門が、この

巨岩を愛でて、 さ5れ石の
いわをとなりて苔のむすまで

ー(古今集)と詠んだという。
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第40回青年技術者
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